































ている。発行所は，第 1次が全国水平社聯盟本部（京都市上京区鷹野北町 8），第 2次以降は水平
新聞社（神戸市旭通 2丁目 35，大阪府泉南郡南王寺村 160，大阪府泉南郡南王子 1258）である。
　発行号数は全 73 号である。ただし，全 73 号分のうち 10 号分が不明で未発見状態であり，特に
第 4次の 16 号・18 号はほぼ確実に発刊されていないことが明らかであるとされ，また，第 2次の
11 号・12 号・14 号も未発刊ではないかと推測されている［村崎 1972］。なお，後述するが，第 3
次の 15 号もこれまで未確認とされており前掲 2冊の復刻版でも掲載されていないが，大原社研で







水平新聞発刊 発刊号数 大原社研所蔵号数 水平社大会開催
1922（大正11年） 第 1回
1923（大正12年） 第 2回
1924（大正13年） 第 1次 1～ 5 1 ～ 3 第 3 回
1925（大正14年）





1927（昭和 2年） 第 6回
1928（昭和 3年） 第 7回
1929（昭和 4年） 第 8回
第 3次 1～ 16 1 ～ 16
1930（昭和 5年） 第 9回
1931（昭和 6年） 第 10 回
1932（昭和 7年）
1933（昭和 8年） 第 11 回
1934（昭和 9年）
第 4次 1～ 26 1，2，4 ～ 14
第 12 回
1935（昭和10年） 第 13 回
1936（昭和11年）
1937（昭和12年） 第 14 回
1938（昭和13年） 第 15 回
1939（昭和14年）
1940（昭和15年） 第 16 回
　全国水平社（以下，水平社とする）は，1922 年（大正 11 年）3月 3 日に被差別部落民の解放を







れたとされる。そして，1921 年（大正 10 年）に奈良県柏原に「部落民自身の力による部落解放運
動」［阪本 1969：1］を目指して水平社創立事務所が設置され，1922 年（大正 11 年）3月の水平社
（１）　第 2次『水平新聞』発行人をつとめた木村京太郎の復刻版の解説［木村 1972］は，自らの経験に基づいた証言
記録として参考になる。
（２）　1918 年 7 月 22 日～ 9 月 17 日，42 都道府県約 500 か所で発生した米騒動では，22 府県で被差別部落民が参加











図 1　雑誌『水平』第 1号および第 2号
（大原社研所蔵〔下坂文庫〕）
　その後，雑誌は金がかかるため，新聞として毎月確実に刊行することになり［木村 1972］，1924
年（大正 13 年）6 月に『水平新聞』第 1号が創刊された。そこには一部，雑誌『水平』に続けて
載せる予定だった原稿（５）も掲載された。このことから，新聞『水平新聞』は内容的にも雑誌『水
平』の後継誌といえるだろう。しかし『水平新聞』も 1924 年 7 月に水平社のメンバーの 2人が徳
川家達の暗殺を企てたとして検挙され，5号で休刊となった（第 1次『水平新聞』）。
　第 2次『水平新聞』は，翌 1925 年 9 月に復刊して，その後 4年にわたって発行された新聞を指
す。ただ，その財政状況は厳しく，また，1928 年の三・一五事件で編集責任者であった木村京太
郎が検挙投獄されたことにより，5か月休刊している。休刊後に刊行された 24 号も発売禁止とな






　ただし，その年の 12 月には早くも発行が再開された（第 3次『水平新聞』）。再刊第 1号では
「水平新聞が従来ムツカシイから誰も読む人がないと言われていたが今後はその点を充分に注意し
てよく読まれる新聞を作るべく務める」と述べられ，各地の大会や活動報告とともに文芸作品も掲
載された。このように苦労して発行された新聞であるが，11 号と 12 号は「安寧秩序を害す」とさ
れ発禁となっている［木村 1972：11］。




　15 号については 50 部しか発行されておらず，前掲 2冊の復刻版では，15 号は未確認とされ，収
蔵されていない。しかし大原社研はその 15 号を所蔵しており，状態も良く残っていることは特筆












れていた。そのうえ，1931 年頃から組織の解消を求める動きがあり（６），第 10 回全国水平社大会で
は「全国水平社解消の提議」が出されるに至る。この水平社解消闘争は 1933 年 3 月まで続き，水
平社の活動力は弱まり，『水平新聞』はついに 1932 年の 16 号でまたもや休刊する。その年には全
国水平社大会も開催されていない。
　その後，1933 年 6 月の高松地方裁判所差別判決事件（７）で全国水平社はその勢いを吹き返し，再
び 1934 年 11 月に『水平新聞』が復刊された（第 4次『水平新聞』）。しかし日中戦争の拡大による
ファシズムの強まりと弾圧によって水平運動からの脱落者は増え，『水平新聞』は 1937 年 8 月 1 日
の 26 号をもって廃刊となる。同年 9月，全国水平社は拡大中央委員会をひらき，戦争協力を表明















































図 5　『社会民衆新聞』1927年 7月 19日号
（大原社研所蔵）

























法政大学大原社会問題研究所＊ 1，2，3 1，2，16-18，20-26 1-16 1，2，4-14
（大原社研調べ，2016 年 8 月現在）












































6 月 20 日
1 号 4 面
47.5×
32





7 月 20 日
2 号 4 面 〃 T判大 折り丁 ●
綴じ
外れ
紫 中 S－ しない
大正 13 年
8 月 20 日




9 月 20 日
1 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 軽 SS しない
大正 14 年
10 月 20 日








16 号 4 面
39×
28




















10 月 15 日














21 号 4 面 〃 T判大 折り丁 ●
綴じ
外れ








T 判 折り丁 －
綴じ
外れ




4 面 〃 T判 折り丁 － 挿入 赤，黒 中 SS しない
昭和 3年
11 月 1 日
23 号
－ 1



















































12 月 1 日
1 号 4 面 〃 T判 折り丁 ●
綴じ
赤，青 中 SS しない
昭和 5年
1月 1日
2号 4面 〃 T判 折り丁 －
綴じ
赤，青 中 SS しない
昭和 5年
2月 5日
3号 4面 〃 T判 折り丁 ●
綴じ


















5 号 4 面 〃 T判 折り丁 － 綴じ 赤 中 S しない
昭和 5年
8月 5日
6号 4面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 SS しない
昭和 5年
9月 30 日






赤 中 S しない
昭和 5年
11 月 25 日
8 号 4 面 〃 T判 折り丁 ●
綴じ
外れ
赤 甚大 SS しない
昭和 6年
1月 26 日






10 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 SS しない
昭和 6年
6月 28 日










一枚物 綴じ 青 軽 B しない
昭和 6年
11 月 25 日
13 号 4 面
39×
26



















2 面 〃 T判 一枚物 挿入 赤 中 しない
昭和 7年
6月 4日





















11 月 15 日
1 号
－ 1




4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 甚大 S＋ しない
昭和 9年
12 月 5 日
2 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 甚大 S しない
昭和 10 年
2 月 5 日
4 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 S しない
昭和 10 年
3 月 5 日
5 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 SS しない
昭和 10 年
4 月 5 日
6 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 甚大 しない
昭和 10 年





























6 月 5 日
8 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 S しない
昭和 10 年
7 月 5 日
9 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 しない
昭和 10 年
8 月 5 日
10 号 4 面 〃 T判 折り丁 ● 綴じ 赤 中 SS しない
昭和 10 年
9 月 5 日
11 号 4 面 〃 T判 折り丁 － 綴じ 赤 中 SS しない
昭和 10 年
10 月 5 日
12 号 4 面 〃 T判 折り丁 － 綴じ 赤 中 S－ しない
昭和 10 年
11 月 5 日








一枚物 － 挿入 中 S しない
昭和 10 年
12 月 5 日



































































年　代：大正 13 年～昭和 10 年（1924 ～ 1935 年）
形　態 ：新聞やチラシなどが綴じられた上製本
サイズ ： 主にタブロイド判（40 ㎝ｘ 28 ㎝）
点　数： 1 点（新聞他 75 枚）
修復前
2.　劣化損傷所見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





新聞は主にタブロイド判サイズ（およそ 40x28 ㎝）の二つ折で 4 面構成である。折り丁の外側や内側にも印刷
されている新聞が多い。製本された時期は不明であるが付属の目次によると 7 つに分類されており、全部で 58 号






和 2 年～ 3 年の新聞が劣化が著しい。





























































































① -3 大正13/8/20-3号　白い洋紙 4.78
② -5 大正14/4/5-9 号　茶変色 3.37
③ -1 大正14/9/20-1号　茶変色 3.79
⑤ -12 昭和10/8/5-10 号　茶変色 3.23
⑥ -4 昭和 8/10/31-6 号　茶変色 4.00


















































6．修復前後比較画像　（左：修復前　右：修復後）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
